
 

 

 

 

 

 受験シーズン始まる 
校長 田中伊礎子 

1月 17日(金)の私立高校推薦入試を皮切りに,いよいよ受験シーズンがやって

きました。1月中には私立高校の一般入試が終わり,2月 4日には公立高校の推薦

入試,3月 5,6日に公立高校の一般入試という日程になっています。今,3年生は昼

休みに受験勉強に取り組んでいる生徒たちも多く,よい緊張感をもって学校生活を

送っているように見えます。 

私立高校の出願は 12月中に webでの出願という学校がほとんどになってきました。公立高

校の推薦入試は,今年度から学校推薦に加えて,新しく自己推薦という制度が始まりました。自己

推薦の入試では各高等学校の定める条件をクリアしていると推薦入試を受けることが可能です

が,試験ではこれまでの推薦入試にあった作文,面接以外に適性検査(作図,運動能力テスト,情

報関係等)や自分自身をアピールするプレゼンテーションなどの試験が予定されているようです。 

 大学入試も 18,19日に大学入試共通テストが行われました。新しい学習指導要領に変わって

初めての共通テストということで科目や内容が大幅に再編され注目されましたが国語の試験時

間は 90分だったと聞き,ずいぶん集中力が必要だなと思いました。報道されていることを見ると

「思考力重視の傾向がより鮮明になった。」「自分で問いを立て,考える授業が重要になる。」とい

った分析や「知識はもちろん必要だが,教科書を丸暗記しなければいけないような時代は終わっ

たと感じる。」といった感想がありました。 

思考力を高めるためには,人と話すことが大切だと感じます。疑

問に思ったこと,考えたことを口に出して,他の人の考えや意見を聞

く,そういう意見の交流を通して自分の考えを深めていってほしい

です。また,かねて接することがない人と関わったり,体験したりして

視野を広げることもよいし自分と違う考え方に触れることも大切な

ことだと思います。 

さて,中学 1,2年生は 21日,22日に「鹿児島学力・学習状況調査」を行いました。鹿児島県

下の小学 5年生と中学 1,2年生を対象にしており,昨年までは「鹿児島学習定着度調査」と呼

ばれていたものです。そして,今年は手書きではなくタブレットを使って解答する CBT(Computer 

Based Testing)という方法になったのも大きな変化です。実際にやってみてどうだったか,検証

され改善されていくものかと思います。 

社会の変化にともなって,学校にもさまざまな変化が起こっています。学び方は変われど,子ども

たちが社会の中で生きていくために必要な「知・徳・体」を育み,成長できる学校であるようにこれ

からも取り組んでいきたいと思います。 

        牧之原中学校 学校だより 

令和 7 年 1 月号（差し替え版）          
【牧中ブログ】 

【 美 術 の 授 業 の 様 子 】 



 

力強く 共に夢に向かって 駆け上がる牧中生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月８日始業式で，下記の４人の生徒が３学期の抱負

を述べました。｢１年の計は始業式にあり！｣です。 

1年（潮田くん） 

2年（中園さん） 

3年（浦底くん） 

生徒会（田村くん） 

○ ２月 ６日（木）  ３年学年・学級ＰＴＡ 

○ ２月 ８日（土）  土曜授業 

○ ２月１２～１４日  学年末テスト 
○ ２月１８日（火）  命の教育の日 県下一周駅伝応援  
                  小中連携研修会（牧之原小） 

○ ２月１９日（水）  公立高校入試直前指導（３年） 

○ ２月２１日（金）  牧之原特別支援学校との交流会（２年生） 
○ ２月２２日（土）  青少年育成の日 

○ ２月２３日（日）  天皇誕生日・家庭の日 
○ ２月２７日（木）  １．２年授業参観 学級 PTA 
                   第２回学校保健員会 

 

  本校生徒は体育館で全体講話等を聞く際に，話し手の方を一斉に向き直して聴きます。素晴らしいことで，

牧中の伝統になりつつあります。学校教育課長から褒められたこともありました。そんな「聴く」ことの話です。 

  大人でもいます。人の話を最後まで聴かない人，話している途中に，かぶせ気味で話し始める人…･(T_T) 

人の意見を聴かず，自分の意見，自分のことだけ話してませんか？ 「聴く」「話す」のバランスは大切ですよね。 

大人も子どもも， 

まずは「聴く」こ 

とに心がけてい 

きましょう。 

 

 

～ 聴く姿勢・聴くことの大切さ ～ 再確認 ～ 

 

  

 

 

 

 

 

 １２月１４日（土）ソフトテニス部員と弓道部員と保護

者（久木田さん・古園さん）と教職員とで，門松づくりを

行いました。～ 感想 ～ 〇作るのが難しかったですが，

先生にいろいろ教わり，部活動生の皆で楽しみながら

作れたのでよかったです。       （２年 濵田 珠鈴） 

〇みんなで協力して立派な門松ができました。初めてだ

ったので貴重な体験ができました。（2年 東村 佳緒） 

新年を気持ちよく ～ 門松づくり ～ 
  

 １２月１８日夕方に，A コープ前で生徒 7名が福

祉協議会の方,小学生の団体と募金活動を行いま

した。寒い中，心温まる活動でした。  ～ 感想 ～  

〇生徒会の代表でボランティアをしました。他のた

くさんの方々も活動に参加してくださり，とても嬉し

かったです。 ( ２年 留森 雫 ）   〇今年初めて

募金活動に参加しました。少し緊張しましたが，

段々と緊張が解けて，たくさんの方々に募金をして

いただき嬉しかったです。 （ １年 福留 由萌 ）  

 

 

 

 

 

 

３学期の抱負～ 始業式～ 

２月の主な行事（予定） 

 

地域社会に貢献 ～歳末助け合い募金～ 

 

【聴くことの大切さ】 

 〇 聴く （ Listen ） と 聞く （ hear ）の違い。 

 聴くは理解しようと進んで耳を傾けること。聞こえるとは違います。 
 

 〇 相手とのコミュニケーションは，「 聴く 」ことから始まる。 

  「聴く」ことが上手な人は友人が多く、相手の気持ちを察する行動 

  が見られます。聴くは「受け入れる」という意味です。 
   

 〇 成績向上に必ずつながる。 

  ポイントを聴き逃さなくなります。授業で「ここぞ」というポイン  

 トが必ずあります！また，聴いて話す：学び合いの場もあります。 

始業式での 

 聴く姿勢 


